
物 件 名 №0202267-01　一柳貞樹様共同住宅新築工事

調査場所 埼玉県さいたま市大宮区宮町4丁目37-2の一部,38-2

地 盤 調 査 報 告 書

アースダイブ株式会社

【 ボーリング調査 】



◆ 調 査 概 要

◆調査地案内図

周辺地域における過去の調査資料、あるいは建築予定地周辺に見られる軟弱地盤の兆候等、地盤に関する様々な情報を把

基礎設計のための地盤調査計画指針」日本建築学会)。

t.fukudo@gmail.com 　　　　　　　　　　

〒170-0002東京都豊島区巣鴨1-11-2 巣鴨陽光ハイツ215号

TEL 03-5981-9590　FAX 03-5981-9589　　　　　　　　　

アースダイブ株式会社      　　　　　　　　　　　　　

調 査 項 目 ：

調 査 担 当 者 ：

調 査 件 名 ：

調 査 場 所 ：

№0202267-01　一柳貞樹様共同住宅新築工事

小規模建物建築工事においては、敷地の地盤状況を的確に把握し、建物部分の構造と地盤特性に合った適切な地盤工事

を施すことが大変に重要です。そのためには、あらゆる角度から地盤に関する情報を収集し、基礎仕様について総合的多角

的な検討をしなければなりません。

一般的には「地盤調査＝機械調査によって数字的なデータをとる事」と考えられがちですが、本来は当該地域の形状や

握した上で、スウェーデン式サウンディング試験(JIS A 1221)等の機械調査を適切に実施することとされています(「建築

出典：国土地理院発行1/25,000地形図「大宮」「鴻巣」に一部加筆

考察者：福土琢磨　　　　　　　　　　　　　　　　　　

埼玉県さいたま市大宮区宮町4丁目37-2の一部,38-2

平成26年1月27日(月)～平成26年1月31日（金）

ボーリング調査・孔内水平載荷試験・室内土質試験

中川　晴夫・柴田　護

現 地 調 査 期 間 ：

室内土質試験終了日： 平成26年2月12日(水)

調査位置
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■ 室内土質試験 （ □ 三軸圧縮試験 ■ 圧密試験 ■ その他 [ ] ）

表　層　地　盤　改　良　工　法（　　　　　　　　）

そ  の  他  (場所打ち杭　L=21m）　--- 仮定による試算です

kN/ｍ2

基礎形状 べた

既往擁壁

新規盛土

ベ 　タ　基　礎

判定実施日

根入れ

布基礎

kN/m2

判定者連絡先

総　合　地　盤　判　定　結　果

根拠②
ボーリング調査及び室内土質試験結果を用いた荷重計算を行った結果，圧密が懸念される粘性土層の圧密降伏応力が，建物
施工後に粘性土層にかかる荷重を上回る結果が得られたため，圧密沈下の生じる可能性が低いことが確認できました．

基礎工法

粒度試験

■  その他 孔内水平載荷試験

平成26年2月14日(金)

福土　琢磨

● 判 定 根 拠

kN/ｍ2

　　　　　　　　　　　　※ 記号凡例 　○：最も適している　△：適用にあたって注意事項あり  記載なし：適用不可

再検討提案

地盤改良
杭基礎

更地

kN/ｍ2

その他

布　基　礎

独　立　基　礎

施工時期

●

kN/ｍ2

kN/ｍ2

〒170-0002東京都豊島区巣鴨1-11-2
    巣鴨陽光ハイツ215号
携帯：080-4469-2910
電話：03-5981-9590
FAX：03-5981-9589
Mail：t.fukudo@gmail.com

経過年数

一級土木施工,地質調査技士,住宅地盤
調査主任技士，地すべり防止工事士

経過年数

建物無

※ 盛土,擁壁新設などの人工改変が行われた場合、地盤判定の再検討が必要となりますので事前に担当者までご連絡ください。

※ 積雪荷重、基礎根入れ深さは建設予定地の法令・条例などに拠る適切なものとしてください。

液状化対応に
ついて

[留意点]
中間層に液状化層が分布するため，杭の水平力を低減するとともに，地震時の杭の破断に配慮して杭径を設定する必要
があります．

● 設計施工上の留意事項等

地盤条件から，深度21mの杭基礎が適切と判定します．杭基礎の工法は，中間層の条件や施工条件（搬入路が狭い市街地であ
ること，杭長が21mと長いこと）から，場所打ち杭が適していると判定します．

小　口　径　鋼　管　工　法（　　　　　　　　）

根拠①

盛土及び更新世のローム・砂・粘土の互層からなり，形成環境の違いから20の地層に区分できます．

中部砂質土１層の分布深度が深いことから，杭基礎が妥当と判定します．

工法

地盤構成

基礎設計につ
いて

基礎工の設計にあたっては，上部荷重・基礎面積・工程・コスト・施工条件等に応じた杭の深度・杭径・ピッチの比較
検討が必要です．

ボーリング調査及び室内土質試験結果を用いた支持力計算の結果，新設構造物の安定に必要と考えられる支持力が確保でき
る見込みが大きい結果が得られました．

 SWS試験

支持地盤

基礎形式

 平板載荷試験

 調 査 試 験 方 法

 ボーリング試験

構造物の荷重規模（ＲＣ造５Ｆ建て）と比較すると，深度19.9m以深に分布する中部砂質土１層が支持地盤として適している
と判定します．

地盤構成

P C  ,  R C 杭

判定者資格

判定担当者

湿　式　柱　状　改　良　工　法（　　　　　　　　）

総  合  地  盤  調  査  判　定  書

建設会社

物件名称

地盤調査会社

調査試験終了日 平成26年2月12日(水)

大東建託株式会社

№0202267-01　一柳貞樹様共同住宅新築工事

物件住所

地盤調査判定担当

中川　晴夫・柴田　護

新規擁壁

調査者資格

調査担当者埼玉県さいたま市大宮区宮町4丁目37-2の一部,38-2

ＲＣ（予定）　

kN/m2 ]

独立基礎 その他

施工時期

支持層の凹凸
について

支持地盤の分布深度が不規則な可能性があるため，施工時にはトルクチェック等により杭先端の強度確認が必要です．

計画建物  木造 鉄骨

予定物件概要　

圧密沈下対応
について

盛土や周辺で揚水による地下水位低下が確実な場合は，圧密試験結果を用いて杭に作用する負の摩擦力の影響を確認す
る必要が生じます．

地質調査技士

アースダイブ株式会社

設計GL,根入

既存建物

建物詳細

直接基礎

建物有

既往盛土
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付図-１　調査試験結果図



- 9 - 付図-２　地耐力検討結果図
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付図-３　当該地の地形概要
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付図-４　当該地の地質概要



資 料

・検討計算書

・孔内水平載荷試験データシート

・室内土質試験データシート

・調査試験仕様

・現場記録写真

・室内土質試験記録写真
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検討計算書
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表- １ 液状化低効率検討結果

深度
(m)

Fc
細粒分
含有率
(%)

N値/換
算N値
(回)

σz'
有効上載圧
(kN/m2)

CN
拘束圧に関す
る換算係数

N1
換算N値
(回)

⊿Nf
補正N値増分

(回)

Na
補正N値
(回)

R=τ1/σz'
液状化抵抗比

rd
地盤が剛体で
ないことによ
る低減係数

M
マグニ
チュード

rn=0.1(M-1)
等価の繰返し回
数に関する補正

係数

αmax
地表面における
設計用水平加速

度
(cm/s2)

g
重力加速度
(cm/s2)

σz
鉛直全応力
(kN/m2)

τd/σz'
等価な繰返し
せん断応力

比

Fl
安全率

判定

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 6 0.5 150 980 108.70 0.1156 1.16 ○

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 6 0.5 200 980 108.70 0.1541 0.87 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 6 0.5 350 980 108.70 0.2696 0.50 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 7 0.6 150 980 108.70 0.1387 0.97 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 7 0.6 200 980 108.70 0.1849 0.72 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 7 0.6 350 980 108.70 0.3235 0.41 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 8 0.7 150 980 108.70 0.1618 0.83 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 8 0.7 200 980 108.70 0.2157 0.62 ×

7.30 32.6 1.50 64.11 1.236 1.855 9.3 11 0.134 0.8905 8 0.7 350 980 108.70 0.3775 0.35 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 6 0.5 150 980 159.70 0.1206 0.99 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 6 0.5 200 980 159.70 0.1608 0.74 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 6 0.5 350 980 159.70 0.2813 0.43 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 7 0.6 150 980 159.70 0.1447 0.83 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 7 0.6 200 980 159.70 0.1929 0.62 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 7 0.6 350 980 159.70 0.3376 0.35 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 8 0.7 150 980 159.70 0.1688 0.71 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 8 0.7 200 980 159.70 0.2251 0.53 ×

10.30 5.1 9.00 85.71 1.069 9.624 0.1 9 0.120 0.8455 8 0.7 350 980 159.70 0.3938 0.30 ×

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 6 0.5 150 980 246.45 0.1177 1.90 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 6 0.5 200 980 246.45 0.1569 1.42 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 6 0.5 350 980 246.45 0.2747 0.81 ×

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 7 0.6 150 980 246.45 0.1413 1.58 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 7 0.6 200 980 246.45 0.1883 1.19 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 7 0.6 350 980 246.45 0.3296 0.68 ×

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 8 0.7 150 980 246.45 0.1648 1.36 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 8 0.7 200 980 246.45 0.2197 1.02 ○

15.30 7.9 18.00 123.46 0.891 16.037 3.5 19 0.224 0.7705 8 0.7 350 980 246.45 0.3845 0.58 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 6 0.5 150 980 314.45 0.11 1.32 ○

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 6 0.5 200 980 314.45 0.15 0.99 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 6 0.5 350 980 314.45 0.26 0.56 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 7 0.6 150 980 314.45 0.13 1.10 ○

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 7 0.6 200 980 314.45 0.18 0.82 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 7 0.6 350 980 314.45 0.31 0.47 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 8 0.7 150 980 314.45 0.16 0.94 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 8 0.7 200 980 314.45 0.21 0.71 ×

19.30 6 15.00 152.26 0.802 12.034 1.2 13 0.148 0.7105 8 0.7 350 980 314.45 0.37 0.40 ×

以   上     
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孔内水平載荷試験データシート
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室内土質試験データ
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調査試験仕様
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2.
2.1

2.1

p.165 16
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2.2 JIS A1219

2.2.1

JIS A 1219 1m

51mm 35mm 810mm

40.5mm

63.5 0.5kg 76 1cm

30cm

N

15cm

50 60

50

2.2

p.165 16

- 39 -



- 4 -

2.2.2

N

2.1 N

N

N

p.194 1972

N

2.2.3

N Terzaghi-Peck Meyerhof

Dunham 2.2

2.2 N Peck Meyerhof

N
relative density

Dr (emax-e)/(emax-emin) Peck Meyerhof

0 4 (very loose) 0.0 0.2 28.5 30
4 10 (loose) 0.2 0.4 28.5 30 30 35
10 30 (medium) 0.4 0.6 30 36 35 40
30 50 (dense) 0.6 0.8 36 41 40 45
50 (very dense) 0.8 1.0 41 45

p.201 1995

2.3
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2.3 N

p.264 16

1 IV -8 p.564 14

21
70'

170ln8.4
v

N N 5

2.1

2 p.114 2001
2020 1N 3.5 N1 20

40 20 N1

'
98

0
1

v
NN N1 v0' N

2.2
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2.2.4

N Terzaghi-Peck

2.3 2.4

2.3 N

N 2 2 4 4 8 8 15 15 30 30
qu (kN/m2) 24.5 24.5 49.1 49.1 98.1 98.1 196.2 196.2 392.4 392.4

p.267 16

2.4 N

p.267 16

Terzaghi-Peck N qu

qu 12.5 N kN/m2

2.3

qu 40 5N kN/m2

2.4

2.4 Terzaghi Peck N 3

1974 1982 N 4

qu 25 50 N kN/m2

2.5
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2.3

N 0 4

N 4 20

N 0 4

1

2.5

p.55
17
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2.4

JIS JGS

2.4
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6

2.5 孔内水平載荷試験 

孔内水平載荷試験は，地盤工学会基準に準拠して実施した．以下，孔内水平載荷試験の特記事項

を記す． 

① 測  定 

・試験は掘削終了後，速やかに実施する．

・孔内水平載荷試験は，等圧分布載荷法によるものとする．

・最大圧力は試験目的や地質に応じて適宜設定し，加圧ステップは最大圧力の 1/10～1/20 の荷
重変化で測定する．

② 成  果 

・ 得られた荷重強度－変位曲線より，地盤の変形係数を求める．

(引用：全国地質調査業協会連合：「ボーリングハンドブック」) 

図 2.6 孔内水平載荷試験概要図 
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現場記録写真
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室内土質試験記録写真
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室 内 土 質 試 験

土の含水比試験

湿潤密度試験

土粒子の密度試験
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室 内 土 質 試 験

土の粒度試験（ふるい分析）

土の圧密試験
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